
失 われる記憶、 もし くは隠 された記憶

一三島由紀夫の豊饒の海(四)『天人五衰』の結末 をめ ぐって一

大 井 映 史

要 旨

本論では三 島由紀夫の豊饒 の海(四)『 天人五衰』の結末 を取 り上げ、人 間の記憶 と

忘却、夢 と死 に隠される生 を論 じる。果 して、聡子 は六十年前 の記憶 を本当に失ったの

か、それ とも故意に、胸の奥に隠蔽 したのか。六十年 という歳月の経過は、聡子 を変え

たのか変 えていないのか。時は廻るのか廻 らないのか。本多が行 き着 く先にあるのは、
の

暗い運命の必然か、或いは聡子の悟 りが開 く 「幸魂」 に他な らないのか。Seidensticker

の英訳 を押 さえて、 日本語 と英語、それぞれの感情表現 に潜 む文化的な相違 を読み取 り

なが ら、 「天人五衰』の結末再考を本論の目的とする。

キ ー ワー ド 記 憶、 忘却 、 生 まれ 変 わ り、偶 然 と必 然、 夢 と輪廻 、転 生

序 論

人間の記憶 は必ず しも時の流れに沿 って整然 と並べ られるものではない。記憶 とは不

確かな一瞬に刻 まれ、その傷 を脳裡 に焼 き付ければ、後は忘却の彼方へ と遠 く消 え去っ

て行 くもののように思われ る。が、記憶は脳の古層か ら突如 として浮かび上が り、蘇 り

もするのだ。記憶があ るとい うことは今が あるこ との証で もあって、今 この時 は死 を目

前にして も尚、必然的 に未来を志向せ ざるを得ない。それが時間の掟なのだ。 ならば、

その先に待つのは悟 りであ り解脱であって、主人公の聡子が 自らを幽閉 した月修寺 の庭

園、浬葉である。聡子 は時間を止めることで、生 まれ変わ りや夢 と輪廻、あるいは転生

という偶然的な逸脱 を実現するのである。
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八十一歳の老人になっている本多 は、 どうして も六十年前 の清顕の辛苦 をわが身に味
2)

わわ ねば な らぬ と思 って い る。(J633-634)そ れ を理 由 に、彼 は 月修 寺 を再 訪 す る。道

の 行 く手 を遮 る木 蔭 の一 つ一 つが 、本 多 には、 あ らた かで神 秘 に思 われ る。 その 思 い を、

ヨ　

Seidenstickerは"asortofmysticquiet"(S225)と 訳 出す る。 過 ぎ去 っ た六十 年 とい う

時 間 に、不 思議 な静寂 を読み取 るの で あ る。 本多 の心 に は、 転 生 の神秘 とい うよ り、 む

しろ心 の襲 に層 を為 して秘 め られ た記 憶 の午 睡 が あ るのだ と知 れ る。

六 十年 の歳 月 を経 て、八 十 一 に なった 本多 がつ い に月修寺 の 山 門 に立 つ場 面 で あ る。

Hepassedtheblackgate.Themountaingatelayahead.Sofinallyhewasatthe

Gesshuji.Hehadlivedthesesixtyyearsonlytocomeagain .(S228)

黒 門を過 ぎ、 山 門が 見 えて くる。 本 多 は よ うや く月修 寺 に辿 り着 くの だ。 本 多 に は、

この地 を再 訪す る ため に こそ、 六 十年 とい う歳 月 を生 きた とい う万 感 の想 いが あ る。

老 い た本多 は何 度か休 息 を求 め て腰 を下 ろす。 そ して、木 蔭 に は原 因が あ る と思 い至

る。"Therewasareasonfortheshadows,butHondadoubtedthatitwasinthetreesthem-

selves."(S225)山 門 に続 く道 は木 蔭 に覆 われ 、涼 しげ に さざめ い て い る。 今 は夏 の木

蔭 に、本 多 は六 十年 に及 ぶ 年輪 を刻 んだ樹 々が 内 に秘 め る、 隠 され た生 の輪 廻 を怪 しみ

もす る。 そ こは、 かつ て清顕 が 春 の雪 をつ い て、死 を賭 して 通 っ た場 所 なのだ 。死 を 目

前 に して、消 え去 ろ う とす る記 憶 の中 に、 本多 は今 も尚 、生 きてあ るはず の過去 を呼 び

覚 ま して 、清 顕 が抱 え た痛 み と死 をわ が 身 に重 ね 、八 十 一年 に及 ぶ生 涯 を全 う しよ う と

い うので あ る。

四つ 目の木 蔭 が静 か に本多 を誘 う。 そ こへ 来 て崩 折 れ る よ うに、路 傍 の栗 の根 方 に腰

を下 ろす 。 本 多 は極 度 の現 実 感 を以 て考 える、 「劫初 か ら、今 日この と き、 私 は この 一

樹 の蔭 に憩 うこ とに決 って いた の だ」 と。(J635)Seidensticker訳 は次 の通 りで あ る。

"I
nthebeginning,"thoughtHonda,asifofundisputedreality,"itwasdecidedthat

Iwouldrestonthisdayatthismomentintheshadeofthistree."(S225)

本多 に はつ い に回 帰 す べ き出発 点 に立 ち返 った安 堵 が あ る。 しか し決 着 は始 ま りに

あ って 、後 は運 命 の必 然、 そ れが 疑 う余 地 の ない真 実 で あるか の ように本多 は考 える。

木 蔭 に は原 因が あ ろ う。 が 、無 論、 その原 因 は樹 そ の もの に留 まる もの で は ない。 そ

こは春 の雪 をつ い て、 本多 が清 顕 を支 えて幾 度 も通 っ た道 であ っ て、本 多 の記憶 に焼 き

つ け られた清 顕 との友情 の証 で もあ るの だ。 しか し、 換 言す れ ば、 夏 の陽射 しに苦 しみ

なが ら、 木 蔭 に休 み なが ら、本 多が 今 にな って訪 れ る月修 寺 は、 清顕 が聡 子 に会 えず に

終 わ っ た月修 寺 で はな く、本 多 の記 憶 に懐 古 され る別 の世 界 に属 して、 当然 、 そ こに は

清 顕 も聡子 も既 に存在 して は い ない。 な らば、 本多 の 思惑 は裏 切 られ てい る。 だか ら、

本多 自身 、 もはや 今世 で聡 子 に会 う こ とは叶 う まい と思 って来 た。 た とえ、 この場 で、
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この世 の 最後 の 時最後 の場所 で 会 えず と も、い つ か会 え る 日のあ る こ とを彼 は信 じよう

と して来 た し、信 じられ る よ うな思 い を胸 に抱 い て、 次世 で の再会 を期 して 来 たの だ。

輪 廻 の範 が贈 い を求 め るか らであ る。

再 び現 れ た一老 が 、執 事 の耳 に何事 か を囁 き、執 事 が本 多 に告 げ る。

...Theoldnunappearedagain,andwhisperedsomethinginthesteward'sear.

"H
erReverencehasinformedusthatsheisreadytoseeyou,"hesaid,intheaccents

ofthisWestCountry."Comewithme,ifyouwill,please."Hondawantedtobelieve

hisears.(S231)

執事 が 「間 もな く御 門跡 がお 会 い にな る言 うて居 られ ます か ら、 どうぞあ ち らへ」 と

挨 拶 した と き、 本多 は わが 耳 を疑 わ ざる を得 ない。 信 じたい思 い に も益 して、信 じ難 い

思 いに驚 くので あ る。六 十 年 とい う時 の流 れ を省 み れば 当然 で はあ ろ う。 しか し、清 顕

の死 を以 って本 多が聡 子 を訪 ね る理 由は失 われ て い る。今 にな って聡 子 が本 多 を月修 寺

に招 き入 れ る必 然性 の あ るはず もない 。 それ で も門跡 との再会 が 叶 う もの なの か どうか 、

本多 は諦 念 を以 って結 末 を待 つ ほ か はな い。

北 向 きの小 庭 に面 した客 間 は障子 が 開 け放 たれ て、 庭 の緑 が あ ま りに強 く目 を射 るの

で、 通 され た 当座 は分 か らな い。Seidenstickerの 訳 は夏 の緑 の 光 とかつ て本 多 が 門跡 に

引見 され た同 じ部屋 の 光 と影 の対照 を強調 す る。

"Th
egreenlightfromthenortherngardenwastoostrong,andforamomenthe

didnotrecognizeit;butitwashere,sixtyyearsbefore,thattheAbbess'spredecessor

hadreceivedhim.(S231)

六十年 前 、 そ こに はかつ て 花や か な月 次屏風 が あ っ た。今 は、そ こに葭 の風炉 前 が あ

る。 本多 はかつ て冷 え冷 え とした部屋 で 、御先 代 の 門跡 に引見 され た こ とを覚 えてい る。
4)

寂 と して、 雪 白 の障子 が霧 の よ うな光 を透 か してい た こ と も。

今 は蝉 の喘 き しきる茶庭 の緑が 燃 え てい る。夏 の 光 は老 い た本多 の 目には強 す ぎる。

本 多 に憩 うこ とが 許 され る居 場所 は この世 の光 の 中 には ない。彼 の記憶 の残 津 の 中 だ。

本 多 は 目 を眩 ま され なが ら も今一・度 過 ぎ去 った過 去 の記 憶 を辿 り、 聡子 の心 に清 顕 を映

そ う とす る。

聡子 との再 会 は、 本多 が予 期 しない展 開 を見 せ る。 そ の発端 が 次 の よ うに語 られ る。

Abeatingofwingsseemedalmosttostrikethewall.Asparrowflewinfromthe

galleryandonagain,itsshadowwaveringagainstthewhitewall.(S232)

壁 にぶ つ か らん ばか りの 羽 ばた きが 本多 を振 り向か せ る。渡 り廊 下 か ら飛 び入 った雀

の影 が 白壁 に乱 れ て去 る。 夏 の光 が鋭 く落 ちて裏 山 の雑 木林 の空 の 白光 と相 応 じてい る。

(J642)聡 子 が 生 きて来 た 月修 寺 は、 明 らか に、 そ の停 まい をす っか り変 え て・ また別

の世 界 を具現 して い るの だ。
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本多 は六十年の時 を刻み、ここを再訪するためにのみ自分 は生 きて来たのだ とい う想

いを募 らせ る。が、老いた本多が過去 を辿 り、贋 いを求めて記憶の道筋を辿る時、末那
ら　

識の支配に置かれて本多は迷蒙を免れ得 ない。生 々流転する自然 の営為の中で、記憶そ

の ものが既 に忘我の流れに飲み込 まれている。本多 は個人 として、今一度己の五衰を映

すほかはない。

生涯の夢の死滅 を前 にして、再 び甦 りの神秘を我が手 に確かめるべ く、本多老人は月
6)

修寺 を訪 れ る。 本多 は八 畳 に六畳 の次 の間 つ きの御寝 殿 に案 内 され る。 六 十年 とい う月

日を経 て、聡 子 は本多 を月修寺 に招 き入 れ る。つ い に聡 子 との 再会 が 叶 うの であ る。

目前 に青 や か な頭 を して濃紫 の被 布 を纏 うこの人 が、 一 目で 八十 三歳 に なった聡 子 だ

と分 か る。

...ThepalefigureinawhitekimonoandacloakofdeeppurplewouldbeSatoko ,

noweighty-three.Hondafelttearscometohiseyes.Hewaspowerlesstolookupat

her.(5232)

本 多 は涙 を浮 かべ て 目を上 げ る こ と叶 わず 、過 ぎ去 った六 十 年 とい う歳 月の 流 れ を思

わず には い られな い。

感傷 に浸 る本 多 に は、聡 子 との再 会 は確 か に一 つ の決 着で はあ る。 しか し、 本多 は聡

子が 月修 寺 で過 ご した 六十 年 に意 味 を読 み取 っ て 自 らに問 わ なけ れば な らない 。

Thebloomofyouthhadinajumpofsixtyyearsbecometheextremeofage,Satoko

hadescapedthejourneythroughthegloomyworld.(5232)

聡子 は浮世 の しが らみ を免 れ て、 六 十年 を一一足 飛 び に老 境 に至 ったか の ように思 わ れ

る。 六十 年 とい う歳 月 も、聡 子 には庭 の橋 を渡 って 日陰 か ら日向へ と出 る まで の、 ほ ん

の一 瞬 に過 ぎなか った か と本 多 は思 う。聡 子 は玉 の ような老 い を結 晶 させ 、 雛 が霧 しく

て も清 らか で、 やや屈 んで小 さ くな った体 も何 処 か花 や か な威 を含 み、美 し く輝 いて い

る のだ・(J642>"Agehadspedinthedirectionnotofdecaybutofpurification."(S232)

衰 え を拒 め ない本 多 とは対照 的 に、聡 子 は一途 に、浄 化 の方 向へ と走 ってい る と知 れ る

ので あ る。

本多 は涙 を隠 して頭 を上 げ る。 門跡 は朗 らか な声 で応 じる。 か つ てなか った こ とだ。

"It
wasgoodofyoutocome,"saidtheAbbesspleasantly.

"It
wasrudeofmetointroducemyselfwithoutwarning,anditisverykindofyouto

seemeallthesame."(S233)

押 れ て はい け ない と思 い なが らも、 聡子 に会 えた こ とで、 本多 はか え って堅 苦 しい挨

拶 を してい る こ とに気 づ くが、 己の咽 喉 か ら出 る疾 の絡 ん だ年寄 り くさい声 を恥 じ入 る

こ とにな る。

本 多 は強 い て言葉 を繋 こ う とす る。
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"Iaddressedmyselftoyoursteward
.Iwonderifhewaskindenoughtoshowyou

myletter."

"Y
es,Isawit."(5233)

門跡 の 口調 は決然 と して い る。御 附 弟が 門跡 を残 して去 る と、 本多 が 口を切 る。

"H
owthememoriescomeback.Asyoucansee,IamsooldthatIcannotbesureof

lastingthenight"(S233)Seidenstickerは 「お 懐 し ゅうご ざい ます 」 を"Howthemem-

oriescomeback"(S233)と 訳 出す る。記 憶 は どの よ うに蘇 るのか 、 「私 もこの通 り、 明

日を も知 れ ぬ老 い の身 に な りま して」 と本 多 が言 う。

本 多が 己 の死 期 の近 い こ と を語 る軽桃 さに、 門跡 はか すか に揺 れ る ような笑 い を浮 か

べ て言 う。

"Yourinterestingletterseemedalmosttooearnest
."Likethesteward,shespoke

theWestCountrydialect."Ithoughttheremustbesomeholybondbetweenus."

(S233)

本 多 の文 面 は興 味深 く、 熱心 す ぎる ほ どに思 われ る と、 関西 説 りの聡 子 が 明 る く語 る。

さ らに、本 多 との間 に も聖 な る縁 が あ る に違 い な い と。 本多 は聡 子 の 言葉 に勢 い を得 、

六 十年 前 に立 ち戻 って俄 か に昔 日の熱 情 を送 らせ よう とす るが 、今 更 に亡 き友 の心 を庇

う道理 は ない 。聡 子 の笑 み は、今 世 に生 きる人 の生 死 を遥 か に超越 した悟 りに通 じる も

の だ。

しか し本 多 は、 自 ら殊 更 に怒 りを覚 え よ う とす る。

ThelastdropsofyouthleapedupwithinHonda.Hehadreturnedtothatdaysixty

yearsbefore,whenhehadpleadedyouthfulardortotheAbbess'spredecessor.He

discardedhisreserve."YourreveredpredecessorwouldnotletmeseeyouwhenI

camewithKiyoaki'slastrequest.Ithadtobeso,butIwasangry.KiyoakiMatsugae

wasafterailmydearestfriend."(S233)

六 十年 前 の 月修寺 訪 問 を思 い起 こせ ば、 清顕 最 後 の願 い は聞 き入 れ られず 、清 顕 を聡

子 に会 わせ るこ とが 出来 ない まま、本 多 に は先 代 の老 門跡 に向 か って遠 慮 も捨 て て、今

一度清 顕 を聡 子 に会 わせ よ うと熱情 を送 らせ た時 が あ る。最 後 の願 いが 叶 え られず 、悔

い を残 して、本 多 は御 先代 を恨 み に も思 った こ とを打 ち明 け る。 だか らこそ本 多 は清 顕

と聡 子 の絆 を信 じ、過 去 に拘 る。 本多 はそ こに己 の存在 を介在 させ る他 は ないの で あ る。

現 実的 な本 多 の執 着 は親 しい友 人 に対 す る もの で あ る とい う よ り、聡 子 と清顕 の輪廻 転

生 の神 秘 を司 って、脳 の さ らに古 層 に潜 む記憶 を蘇 らせ よう とす る もの だ と言 え るか も

知 れ ない。 聡 子 の関西 説 りは板 につ い て い る。聡 子 は本多 とは別 の世 界 に生 きて来 た し、

別 の世 界 に生 きて死 ん でい く人 間 であ る。 そ して清 顕 も また、そ の道 に生 きて死 んだ の

で ある。
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聡 子 は 本 多 に 問 い か け る 。

"Ki
yoakiMatsugae.Whomighthehavebeen?"Hondalookedatherinastonish-

ment.Shemightbehardofhearing,butshecouldnothavefailedtohearhim .Yet

herwordsweresowideofthemarkthathecouldonlybelievehehadbeenmisunder-

stood.(S233‐234)

清 顕 が 誰 の こ と か と 問 わ れ て 、 本 多 は 驚 い て 聡 子 を 見 る 。 耳 が 遠 い の か と 思 わ れ も す

る が 、 聞 こ え て い な い と は 思 わ れ ず 、 聡 子 の 言 葉 も確 か で あ っ て 、 本 多 は 誤 解 さ れ て い

る と 考 え る し か な い 。

"Ib
egyourpardon?"Hewantedhertosayitagain.Therewasnotraceofdissimu-

lationassherepeatedthewords.Therewasinsteadasortofgirlishcuriosityinher

eyes,andbelowthemaquietsmile.(S234)

繰 り 返 さ れ る 本 多 の 問 い に 、 聡 子 は 童 女 の よ う な 好 奇 を 目 に 浮 か べ て 静 か な 微 笑 を 湛

え て い る 。

..."Whomighthehavebeen?"Hondasawthatshewantedhimtotellherof

Kiyoaki.Scrupulouslypolite,herecountedhismemoriesofKiyoaki'sloveanditssad

conclusion.

TheAbbesssatmotionlessthroughthelongstory,asmilealwaysonherlips .

Occasionallyshewouldnod.Shelistenedwithcareevenasshegracefullytookthe

coldrefreshmentstheoldnunhadbroughtin.(5234)

「そ の 松 枝 清 顕 さ ん と い う 方 は ど う ゆ う お 人 や し た?」 と の 問 い 掛 け に 本 多 は 目 を 瞠

か さ れ る こ と に な る 。 本 多 の 記 憶 の 中 に 、 聡 子 に は 通 じ合 え る 筈 だ と 思 わ れ て い た 根 拠

が 覆 さ れ る 瞬 間 で あ る 。 本 多 は 聡 子 が 清 顕 の こ と を 聞 き た が っ て い る の か と 思 う が 、 そ

う で は な い 。 戸 惑 い な が ら も 礼 を 尽 く し 、 本 多 は 清 顕 の 恋 や そ の 悲 し い 結 末 に つ い て 記

憶 の ま ま に 物 語 る 。 門 跡 は 笑 み を 絶 や さ ず 、 端 座 し た ま ま 相 槌 を 打 っ て い る 。 本 多 の 話

を 聞 き 漏 ら さ ず に い る の が 分 か る 。

聴 き 終 わ っ た 門 跡 は 何 一 つ 感 慨 の な い 平 淡 な 口 調 で 言 う 。

Calmly,withoutatouchofemotion,shesaid:"Ithasbeenamostinterestingstory
,

butunfortunatelyIdidnotknowMr.Matsugae .Ifearyouhaveconfusedmewith

someoneelse."(S234)

面 白 い 話 だ が 、 門 跡 は 松 枝 清 顕 と い う 人 を 知 ら な い 、 人 違 い で は な い か と 穏 や か に 問

い 掛 け る 。 だ と す れ ば 、 聡 子 は 記 憶 を 失 っ た の か 隠 蔽 し た の か 。 こ こ へ 来 て 感 慨 の な い

聡 子 の 平 淡 な 口 調 は 、 そ の 視 線 の 先 に は 虚 空 以 外 、 何 も な い の か も 知 れ な い と も 思 わ れ

る 。

本 多 は 咳 き 込 み な が ら 聡 子 の 姓 名 を 出 し て 訴 え る 。
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"
...ButIbelievethatyournameisSatokoAyakura?"

"Th
atwasmylayname."

"Then
youmusthaveknownKiyoaki."Hewasangry.(S234)

綾倉 聡 子 は俗 名 に過 ぎない とい うのが 門跡 の返 事 だ。 な らば現 世 の名 で清 顕 を知 らな

い はず は ない と本多 は反駁 す る。本 多 に とって は六十 年 の夢 が 、 この刹 那 に裏切 られ る

こ とに もな りか ね ない 。 しか し門跡 は本 多の 追究 にた じろ ぐこ とな く、 暑熱 で も紫 の被

布 を涼 や か に着 て、 声 も 目色 も少 し も乱 れ る こ とが ない 。

決 して怒 っ た りは しな い穏 やか さに満 た され て、本 多 が しば ら くの沈 黙 を経 る と、 門

跡 が再 び なだ らか に美 しい声 で語 る。(J645-646)

"N
o,Mr.Honda,Ihaveforgottennoneoftheblessingsthatweremineintheother

world.ButIfearIhaveneverheardthenameKiyoakiMatsugae.Don'tyousuppose,

Mr.Honda,thatthereneverwassuchaperson?Youseemconvincedthattherewas;

butdon'tyousupposethattherewasnosuchpersonfromthebeginning,anywhere?

Icouldn'thelpthinkingsoasIlistenedtoyou."(S234‐235)

聡 子 は しっか りと した 口調 で静 か に語 る、 「い い え、 本多 さん 、私 は俗 世 で 受 け た恩

恵 は何 一 つ忘 れ は しませ ん。 しか し松枝 清 顕 さん とい うお方 は、 お名 を きいた こ ともあ

りませ ん。 そ んなお 方 は、 も とも とあ らしゃ らなか った の と違 い ますか?何 や ら本多

さんが あ る よ うに思 って い るだけ で、 実 は初 めか ら何 処 に もお られ な んだ、 とい う こ と

で はあ りませ んか?」 聡 子 は逆 に本 多 の 記憶 を疑 うか の よ うに問 い か け る。 「お話 を こ

う して伺 っ てい ます と な、 どう もそ の よ うに思 われ て な りませ ん 。」 本 多 は 己の 存在 の

自明性 を問 われ るこ とに な るので あ る。(J646)

本多 は も う一 度 門跡 に食 い下 が る。

"Wh
ythendoweknoweachother?AndtheAyakurasandtheMatsugaesmust

stillhavefamilyregisters."(S235)

何 故わた したちは互 いを知 ってい るのか、綾倉家 と松枝家 の系 図や戸 籍 にも記録が残 って

い るはず だ と本 多 は訴 え る。が 、「俗 世 の結 びつ きな らそ うい う もの で も解 け ま し ょうが、

清 顕 とい う方 に は、 本多 さ ん、 あ な た はほ ん まに この世 でお 会 い にな らしゃ った のです

か?ま た、私 とあ なた も、以 前 た しか に この世 で お 目にか か っ たのか ど うか 、今 はっ

き りと仰 言 れ ます か?」 と問 い返 す。 そ れが現 実 とい う別 の世界 を離 れた聡 子 の信 念 で

あ り悟 りで あ る こ とには 間違 い ない。

た しか に六十 年前 こ こへ 上 が った記 憶 が あ る と本多 は信 じて い る。 しか し、聡 子 の心

は決 まっ てい るの だ。

"Memoryislikeaphantommirror
.Itsometimesshowsthingstoodistanttobe

seen,andsometimesitshowsthemasiftheywerehere."
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"B
utiftherewasnoKiyoakifromthebeginning"

Hondawasgropingthroughafog.HismeetingherewiththeAbbessseemedhalf

adream.(S235)

記憶 とは実 体 の ない鏡 の よ うな ものだ と聡 子 は語 る。 映 る筈 の ない遠 す ぎる もの を映

し もす れ ば、 それ をす ぐ近 くに あっ た ものの よ うに見せ もす る、 幻 の 眼鏡 だ とも。 しか

し、本 多 は雲霧 の中を さまよう心地 に襲わ れて嘆息す る。 もしも初 めか ら清顕が いなかった

と した ら、今 、 こ こで 門跡 と会 って い る こ とも半 ば夢 の よ うに思 われ て、本 多 は初 め て、

失 われ て ゆ く己 を認 め ざる を得 な くな る。 何処 かで 時 間が ジ ャ ンプ し、個 別 の時 間が個
7)

別 の 物 語 を 形 づ く っ て 、 つ い に は 大 き な 円 環 を 為 す に 至 る の か 。

本 当 に 清 顕 と い う 人 を 知 っ て い る の か 、 そ し て 、 本 多 が 聡 子 に 会 っ た こ と は 確 か な の

か 。

Hespokeloudly,asiftoretrievetheselfthatrecededliketracesofbreathvanish-

ingfromalacquertray."IftherewasnoKiyoaki,thentherewasnoIsao.Therewas

noYingChan,andwhoknows,perhapstherehasbeennoI."(S235)

漆 の 盆 に 吐 き か け た 息 の 曇 りが 、 み る み る 消 え 去 っ て 失 わ れ て ゆ く よ う に 、 自 分 を 呼

び さ ま そ う と 、 本 多 は 思 わ ず 叫 ぶ 。 「そ れ な ら、 勲 も い な か っ た こ と に な る 。 ジ ン ・ジ ャ

ン も 、 そ の 上 、 ひ ょ っ と し た ら 、 こ の 私 で す ら も … 」(J646)

初 め て 、 聡 子 は や や 強 く本 多 を 見 据 え て 言 う 。 「そ れ も 心 々 で す さ か い 」

Forthefirsttimetherewasstrengthinhereyes.

"Th
attooisasitisineachheart."(S235)

人 そ れ ぞ れ の 心 の 中 に あ る 世 界 で 、 す べ て が 紡 が れ て ゆ く も の だ と 聡 子 は 説 く の で あ

る 。

静 寂 が 続 き 、 門 跡 が し め や か に 手 を 鳴 らす 。 御 附 弟 が 現 れ て 閾 際 に 指 を つ く。 遠 く か

ら の 来 訪 に 応 え 、 門 跡 は 自 ら 案 内 し て 本 多 に 南 の 庭 を 御 覧 に 入 れ ま し ょ う と い う 。

Alongsilenceensued.TheAbbessclappedgently.Thenoviceappearedandknelt

inthedoorway.

"M
r.Hondahasbeenkindenoughtocomeallthisway.Ithinkheshouldseethe

southgarden.Iwilltakehimthere."(S235)

案 内 す る 門 跡 の 手 を さ ら に 御 附 弟 が 引 く。 本 多 は 操 ら れ る よ う に 立 っ て 二 人 に 従 い 、

暗 い 書 院 を 過 る 。 御 附 弟 が 障 子 を あ け 、 縁 先 へ 本 多 を 導 く。 広 大 な 南 の 御 庭 が 、 た ち ま

ち 一 望 の 裡 に あ る 。 一 面 の 芝 の 庭 が 裏 山 を 背 景 に し て 烈 し い 夏 の 日 に 輝 い て い る 。

Thenoviceledherbythehand.Hondastoodupasifpulledbystrings,andfol-

lowedthemthroughthedarkrooms.

Thenoviceslidopenadoorandledhimtotheveranda.Thewidesouthgarden
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wasbeforehim.

Thelawn,withthehillsbehindit,blazedinthesummersun.(S236)

「今 日 は 朝 か ら 郭 公 が 鳴 い て お り ま し た 」 と 、 未 だ 若 い 御 附 弟 が 言 い 、 視 線 は 庭 の 細

部 に 向 か う 。 夏 に も 拘 わ ら ず 青 葉 の 中 に 炎 を 点 じ る 楓 、 編 み 枝 で 作 ら れ た 門 は 山 に 繋 が

り 、 枝 折 戸 が 見 え る 。 の び や か に 配 さ れ た 庭 石 、 石 の 際 に 花 咲 い た 撫 子 。 左 方 の 一 角 に

古 い 車 井 戸 が 見 え 、 ま た 、 見 る か ら に 日 に 熱 し て 、 腰 か け れ ば 肌 を 灼 き そ う な 青 緑 の 陶

の 楊 が 芝 生 の 中 程 に 据 え ら れ て い る 。 裏 山 の 頂 き の 青 空 に は 、 夏 雲 が ま ば ゆ い 肩 を 聲 や

か し て い る 。

"W
ehavehadcuckoossincemorning,"saidthenovice.Thegrovebeyondthe

lawnwasdominatedbymaples.Awattledgateledtothehills.Someofthemaples

wereredevennowinthesummer,flamesamongthegreen.Stepping-stoneswere

scatteredeasilyoverthelawn,andwildcarnationsbloomedshylyamongthem.Ina

cornertotheleftwereawellandawellwheel.Aceladonstoolonthelawnseemedso

hotinthesunthatitwouldsurelyburnanyonewhotriedtositonit.Summerclouds

rangedtheirdizzyingshouldersoverthegreenhills.

Itwasabright,quietgarden,withoutstrikingfeatures.(5236)

こ れ と 云 っ て 奇 巧 の な い 、 閑 雅 な 、 明 る く ひ ら い た 御 庭 で あ る 。

数 珠 を 繰 る よ う な 蝉 の 声 が こ こ を 領 し て い る 。 そ の ほ か に 何 一 つ 音 と て な く寂 真 を 極

め る 。

Likearosaryrubbedbetweenthehands,theshrillingofcicadasheldsway.There

wasnoothersound.Thegardenwasempty.Hehadcome,thoughtHonda,toaplace

thathadnomemories,nothing.

こ の 庭 に は 何 も な い 、 記 憶 も な け れ ば 何 も な い と こ ろ へ 来 て し ま っ た と 本 多 は 思 う 。

Thenoontidesunofsummerflowedoverthestillgarden.(S236)

結 論

この庭 には何 もない、記憶 もなければ何 もない ところへ来て しまったと本多は思 う。

しか し、本多 の目には何 もないところ、そこに聡子 が生 きた無我の世界があるのだ。何

もないのではな く、清顕 と聡子へ の本多の思いは遠 く勲やジン ・ジャンに連 な り、無に

帰 して時 を超 え、生 まれ変わ りや夢 と輪廻、転生の不可思議 に通 じる始 ま りへの永劫回
8)

帰 とい う未来への暗示 を生 じている。

その布石は月修寺の庭 に敷かれて有 る。例えば恥 しげに咲 く撫子は生 まれ変わ りを想
9)

起 させ る花である。 また、「数珠 を繰 るような蝉の声が ここを領 している」 とい う下 り
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も、転生の願いを込めた祈 りの充溢 を物語 って豊饒の海 に通 じる。

人間の記憶 は必ず しも時の流れに沿 って整然 と並べ られるものではない。記憶 とは不

確か な一・瞬に刻 まれ、その傷を脳裡 に焼 き付ければ、後は忘却の彼方へ と遠 く消 え去っ

て行 くものには違いない。が、記憶 は脳 の古層か ら不意 に浮かび上がって蘇 りもす るの

である。

『春の雪』 とは対照的 に、『天人五衰』は本多の生涯 を賭 けた夢の死滅 を辿 る一方、

月修寺 に籠 もって生 きる聡子の変容 を中心 とす る物語 である。聡子 は唯一の"Static

Character"で 、月修寺の庭 に浬葉 に匹敵する聡子の世界を顕在化 させ る。何 もないと

思われ るところ、月修寺の庭 に全てが繋がっていて、そこに衰亡があれば解脱 もある。

記憶 とは実体のない鏡のようなものだ という聡子の悟 りは、無に帰 してゆ く意識の問
io)

題で もある。 聡子が言 うように、すべては人それぞれの心の中にある世界で織 り上げ ら

れてゆ くものなのだ。何 もない と思われるところ、 目には見えない心の内に、聡子の恋

が隠されている。聡子への清顕の想い も、そこに眠っている。夢 と輪廻 と、脳 の古層 に

潜む記憶の神秘は、偶然 にも増 して必然が心 々に命 を紡 ぎ、過去の記憶を未来への橋渡

しとして、初めて円環 を完成す る。

庭 は夏の 日ざか りの 日を浴 びて しん としている。その静寂の中に記憶は眠 る。

注

1)幸 魂(愛 や慈悲 を司 る):作 者は 『天人五衰』 豊饒の海 第四巻 につ いて、 「書かれ るべ

き時点の事象 をふんだん に取 込んだ追跡小説」 で、『幸魂』へ みちびかれ ゆ くものだ と語

る。(三 島由紀夫全集35p.410-412か らの引用)

2)引 用 は 『天人五衰』豊饒の海(四)三 島由紀夫全集14p.633-634か ら。以下、本文か らの引

用 に際 しては、 カッコ内に 日本語文か らの引用であ ることを示すJと 、ペー ジ数のみを記

す。

3)EdwardG.Seidenstickerに よる英訳:TheDecayoftheAngel,ANobelbyYukioMishima,

TranslatedfromtheJapanesebyEdwardG.Seidensticker.(NewYork:VINTAGEINTER

NATIONALEDITION,April1990Copyright◎1974byAlfredA.Knopf,Inc.)か らの引用 に

つ いて は、以下 、 カ ッコ内 にSeidenstickerの 英訳 か らの引用 であ るこ とを示すSと 、

ペー ジ数 のみ を記す。

4)『 春の雪』豊饒の海(一)三 島由紀夫全集13P・267か ら。 この下 りは 『春の雪』で聡子が清顕

と交わす 運命的 な会話 に重 なる。「君はのちのちすべ て を忘れ る決心 がついているんだね」

「ええ。 どうい う形でか、それは まだわか りませ んけれ ど。私 たちの歩 いている道 は、道

で はな くて桟橋ですか ら、 どこかでそれが終わ って、海が は じまるのは仕方が ござい ませ

んわ」桟橋 は海 に閉 ざされ、渡 りきる ことので きない道 であ って、聡子 は別世界に、清顕

とは次元 を異にす る世界に生 きなければならないこ とを悟 ってい る。

5)末 那識 は根 源的 な心 である阿頼耶識 を対象 とし、それを自分であると考えて執着 し続 ける。

この深層 に潜む 自我心 を滅す ることに よって、人は初 めて真の無我行 を実践する ことが出

来 ると言 われる。(フ リー百科事典 『ウ ィキペデ ィア(Wikipedia)』)
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6)臨 済宗南禅寺派円照寺 尾崎の高 台に建つ円照寺本堂の向って右手 に、江戸時代初期の作

庭 と伝 える庭 園がある。 この庭 園は、北面する山麓の傾斜地 を巧み に利用 して築造 された

林泉庭園(築 山山水)で 、堺 区には低樹 を配植 して生垣 とし、後方の山地を樹林越 しに借

景 とす るが、庭区の左端 は堂後 に及んでいる。 また、後世に一部改変 を受 けている。

庭景 は、前面 に大 き く心字型の池 を設け、池中 には中島一箇 を置 く。池の 中央彼岸 には、

此岸 に向けて張 り出す大 きな起 ・臥の両石 を配 し、そのやや右 には石橋 を架 して遣 遥の細

径 を通 じている。池畔に岬、入江、曲浦などを屈曲 してつ くりだす石組 みを護岸 とし、園

内の 山径 には処 々、飛石 を配 してつつ じを添植 し、池畔は密 に、平庭 は疎 と して大小 のつ

つ じを配植す る。巨石 を中尊 とす る三尊石 は、 引水 の容易 な庭 区左方の築 山上 に築かれ、

直下の石組 みか ら池畔の間を、深 山幽谷 に見たてて飛漫二段 に懸かる石組み とし、谷 の半

ば左岸 には添景の六角石瞳(南 北朝期)一 ・基 を建 て、下流の{端 はつつ じと跳石 の隠顕 に

まかせ ている。本庭 園は、小庭 であるが、市域 では国指定の万徳寺庭園 に次 ぐ佳 園 として

価値 高い もので、保存 も極めて良好 である。なお、毎年5月 末か ら6月 の頃、楓 の枝葉 に

泡状 の卵堺 を産みつけた森青蛙が、園池 に重 く垂 れ落 ちる神 秘な生命の営み を見ることが

で きる。(http://www.city.obama.fukui.jp/section/sec _sekaiisan/Japanese/data/024.htm)

7)昭 和四十四年二月六 日付 けの 『毎 日新 聞』に作者 は 自作解説文 を書 いてい る。「どこかで

時間が ジャ ンプ し、個別の時間が個別の物語を形づ くり、 しか も全体が大 きな円環 をなす

ものが欲 しかった」私 は小説家 になって以来考 え続 けて いた、「世界解釈の小 説」 が書 き

たかったのであると。(林 進著 『三 島由紀夫 と トーマス ・マ ン』、鳥影社、1999、p.47)か

らの引用。

8>三 島のペ ンは徹底 して負の方向へ読者 をい ざなってゆ く。…人間を呪誼す る口調 にも冷た

く暗 いシニ シズムが きわだつ。 「欺隔や悪 はきちん と時計の ように動 いているか?… どこ

を探 して も愛が ないとい う状態 は、 きちん と保たれてい るか?」 「情 熱は必ず笑 い ものに

なるように細 か く配慮 されているか?人 々の魂 はち ゃん と死んでいるか?… 」出口裕弘

著 『三島由紀夫 ・昭和 の迷宮』(新 潮社 、2002、p.108-109)か らの引用。

9)撫 子(Carnationま たは西洋石竹 はロルカの 『血 の結婚式』で は夢 と眠 りに関連づ け られ

る。 ア ト ・ド ・フリース著、山下主一郎主幹、荒 このみ他共訳DICTIONARYOFSYM-

BOLSANZ)IMAG、ERY(大 修館書店、1984、p,106)か らの引用。

10)意 識 意識 とは自我 と心的内容 との関係である。無意識的現象は 自我 とはあ ま り関係 を持

たないので、 その存在を否 定す る者 もあるが、人間行動 の中 にはっ きりと現れ る。 意識が

心の全体1を 把握す るこ とはとうていで きない。多 くの ことが半 ば意識 的に起 こ り、 同 じ

くらい多 くの ことが完全 に無意識の内 に経過 してい くとい う。(C.G.ユ ング著、林道義訳

『個性化 とマ ンダラ』、みすず書房、1991、P.50)か らの引用。
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